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　燐酸の種々な有機エステル，phosphocreatine及
び核酸等は多くの有機体中に存する重要な化合物
であるが，これ等の生成並びに分解にはphcspha－
taseが関与し，組織の蛋白質合成能力と密接な関
係があるとされている。
　かかる重要な酵素であるphosphataseの検索は
専ら生化学的方法によって行われたが，高松工）及
びGomoriS）がそれぞれ，組織化学的証明法を考
案して以来，各種動物の各種臓器組織における’
phosphataseの分布状況が明かにされてきた。
　しかしながら心臓に関しては先人の業績から見
るに，他種臓器にJ：ヒして一般にphosphatase含量：
の少ない臓器であることが解るが，心臓でも殊に
自働性の中枢と見られる特殊筋系については更に
詳細な成績あるを見ないので，われわれはこの点
に着口し，海狭の心臓，特に刺戟伝導系のphos－
phatase分（liを知るとともに2，’3の他種臓器につ
いても検索を行った。
実験材料並びに実験方法
　材料としては生後3箇月ないし6箇月の健常海撰5例を
用いた。海翼をエーテル麻醇の下に胸腔を開ぎ，心臓を摘
出して直ちに左右心房，左右心室，房室中隔の一部を摂販
し，更に洞結節，田原氏結節，His束及び末硝Purkinje
繊維の各部を切除して固拝した。なお同時に肝臓，子宮筋，
骨格筋（大胸筋），小腸等の一部をとり固定を行った。
　Phosphatase検出法はGomori氏法L’♪に準じて行った。
即ち基質としてSod．β一glyceτophosphateを用い，アルカ
リphosphataseにおいてCQSとして反応を星する部位を
以て陽性の制是とした。
　また常に対象として基質のみを除外して他は全く同様な
操作を行ったものを以てし，またvan　Gie30n染色，及び
Hamatoxylin－Eosin重染色を施して鑑別に資した。
　　　　　　　　　実験成績
　以下各例における総括的所見について述べる。反応陽性
なる部は一般の禰漫性を呈するが，時として極めて微細な
穎粒状を塁するのも見られた（Fig．1参照）。
　1）心臓．：血管峠柴養血管の大小を問わず，’その毛細
1血管に至るまで強度の陽性を見る。なお心内外両膜の心筋
に接する都は全例において中等度陽性である。
　普通心筋は軽度の陽性を示すが，左右心房及び左右心室
問には差異を見出し難く，．目．つ心房と心室問にも量的差異
を認めなかった。
　特殊心筋については，桐及び田原氏結節の如き’細繊維と，
His束及び末硝Purkinle繊維等の広繊維には該酵素の存
在を認め，且つ各部間には量的差異を見ないのみならず普
通心筋と全く同程産の含量を示した。
1）　高松：　束京医誌3161，　11　（1939）． 2）　Gomori：　Am．　J．　Clin．　Path．　16，　347　（1946）．
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　2）肝臓：　肝臓に分布する血管壁は強陽性を示し，
Glisson氏鞘はこれに次ぎ，肝細胞は軽度の陽性を卑た。
　3）小腸：粘膜組織は極めて強度の陽性を示し，血管
壁，漿膜，腸筋等は中等度陽性を見た。
　4）骨格筋：筋繊維は禰野性に軽度の陽性を示し，本
筋に分布している垂L管壁は強度の反応を示しているv
　5）子宮筋：本筋に分布する血管もまた強度の陽性を
見る。筋繊維は骨格筋におけると全く同程度に軽度の陽性
を見た。
　以上各種臓器における陽性度を（＋）より（岡までの4段
階に分けて示すとFig．　1の如くである。
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Fig．　1．　Distribution　of　phosphatase
総括並びに考按
　Phosphataseの組織化学的証明法に関しては従来幾多
の方法があるが，われわれはGomori氏法によった。
　従来phosphataseに関しては化学的にもまた組織化単
的にも多数の業績が見られ，各種動物の各種臓器閥におい
て大体一致した威績を示している。即ち化単：1勺にはKay3），
高松・本地・樗木等4）があり，組織化挙酌には高松「’），武
内fi），　Newman，　Wolf＆Kovat7）等がある。
A）肝臓：　生化単ll勺にもまた組織化学酌にも肝臓にお
けるphospha七aseは一般に多・五ヒではない。われわれの成
績においても肝細胞は軽度である点全く一致している
　B）腸：先人の生化学約定量成績によれば，腸はその
各部位（十二指腸，塞腸，廻腸，大饗によって多少σ）量的
差異を見るが，ともかく腎臓と共に生体における臓器の巾
3）　Kay：　Bioehem．　」．　22，　855　（1928）．
4＞高松・本地・棺木：東京医誌3181，9（1940）．
5）　高諸芸＝　Trans．　Soe．　Path．　Japan．24，492（1939＞．
6）武内：浦洲医誌41，565（1944）．
で最も豊富なphosphatase含量を示すものであり，また
腸壁でもその粘膜組織が特に強度の反応を示すことは先人
の組織化章的成績にも証明されるところであり，この点わ
れわれの成績もこれと完全な急致を見た。
　C）骨格筋及び子宮筋：先人の業績によれば，骨格筋
及び子宮筋は該酵素の存在が極めて少ないとされている。
Newman等7）は海翼の子宮及び骨格筋について検索し，子
宮筋層及び筋に分布している毛細管内皮及び筋繊維に陽性
であるといっているが，この点われわれも同様な所見を得
た。
　D）心臓：化単孤定量成績から見るに，心臓は極めて
phosphataseの少ない臓器であり，また組織化学的には武
内fS）は全く陰性といい，高松等8♪は白鼠において心内膜は
一般に陰性であるが部分的に腸性を呈し，また心筋繊維，
毛細血管，栄養血管等は陽性であるといい，Newman等7）
は海撰で毛細管内皮細胞に強い反応を見，且つ心筋繊維も
また陽性であると報じている。しかしてわれわれの成績
において大なる血管は勿論，毛細管に至るまでかなり強
度の陽性を見且つ普通心筋繊維も陽性を示したことは
Newman等と大体一致している。
　しかしながら野戦伝導系と該酵素との関係に関してはわ
れわわは未だ文献に接しないので比較することは出来ない
が，本成績に見る如く洞結節，田原氏結節，His束及びこ
れに．連なる末精Pu磁inje繊維等の特殊筋系にも該酵素の
存在を認め，且つこれ等各部位における量酌差異を見ず，
全く普通心節と同程度の含量を示した。このことに関して
は著者の一人である水原f））は家鶏胎兇心臓の発生過程に伴
なうPhosphataseの分布並びに消長を検索して，騨卵早
期より該酵素の存在を認め，．日．つ刺戦伝導系発生を見るや
該部にも：普通心筋と全く同程度の含量を示し，且つ特殊筋
骨における部位的差異を見なかったことは本実験の海1冥に
おけ’る万町と全く一致している。
　E）phosphataseの生物學的意義について：従来phos－
phataseの生物単的意義に関しては燐，含水炭素，脂肪，
類脂肪，核酸等の代謝に関与し，組織の蛋白質合成能力と
密接な関係が．あるといわれている。
　久保・高松1（｝）　agは肝臓における該酵素の存在は燐酸代謝
に参与し，また陽においては含水炭素，脂肪等の消化吸収
に関与するといわれている。勿論本実験の如く単なる分布
状態から直ちにその生物学的意義について論ずることは妥
当でないが，以下本実験を意図した心臓について少しく考
7）　Newmann，　Wolf，　＆　Kobat　：　J：　Path．　26，　489　（1950）．
8）高松・飯島・鹿沢＝涌洲医誌附録号215（1942）．
9）水原二　札幌医誌（未獲表）．
10）久保・高松・滴州医誌31（3），803（1942）．
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察してみたい。
　心臓の仙の骨格筋と異なり自仇性を有することは周知の
事実であり，従って心臓におけるphosphataseの意義に関
しては特に自仇性との関係を問題にすべきである。即ち心
臓の各部位によってそれぞれ異なった自仇性の強弱を示
し，大体刺戟伝導系，心房，心室の順であることは先人の
等しく認むるところである。従って如上の自仇性の強弱と
phosphataseの分布とを比較するに凡そ平行関係は認めら
れない。しかし水原9）はphosphataseの多様性について考
慮する必要があるといっている。即ち緒論で触れた如く，
phosphataseは極めて多くの機能を有し，従ってこれ等の
機能に応じて種々のphosphataseの存在する可能性があ
り，またこのことに関してはDanielliil）が筋収縮機購に
密接な関係を有するmYosinがATPase作用を有する如
く，　アルカリphosphataseも各種機能に関聯するcon－
trac七ile　proteinの肝要な一部をなし，その蛋白の収縮及
び伸長のエ“r・　？レギー生起に関与することを示唆している。
従って心臓におけるphosphataseは心筋収縮磯構そのも
のに何等かの関聯を有すると考えられ，今．後かかる方面か
らする検討が必要であると思われる。
　またさらにphosphataseの機能の一つとして含水炭嚢
代謝に関与するとされている。しかして心筋は多量のgly－
cogenを含有し，その序列は大体において刺戦伝導系，心
房，心室の順であるといわれ，水原9）も家鶏胎兇心臓でこ
れを確めている。従ってphospbatase分布とglycogen
分布とを比較するに両著は凡そ平行関係にない。これは要
するにphospha七aSeは常時において含水炭索代謝に関与
するとしてもglycogenに対しては密接な関係を有しない
ことを物語るものであり，なおこのことはEvans　ag！：’）が
いう心臓における含水炭素代謝の特異性，即ち好気的条件
下には血巾の萄葡糖や馴酸の燃焼によってエネルギーが与
えられるが嫌気的条件下ではglycogenが燃焼してこれを
代行するといっていることを裏書きするものと考える。
　以上要するに心臓におけるphosphataseの意義
に．関しては主として含水炭素代謝及び心筋収縮機
構との関聯について考察したが，しかしこれは単
なる推測に過ぎず，今後における実験的証明に待
たなければならない。
結 論
　1）健常成育海狭の心臓，肝臓，腸，骨格筋及
び子宮筋のアルカリphosphataseの分布を組織化
学的に槍要した。
　2）心臓の特殊筋系は普通心筋と全く同程度の
含量を示し，．口つ刺戟伝導系の各部位における量
的差異を認めなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29．11．18受付）
Summary
　　1）　Distribution　of　alkaline　phosphatase　in　the　heart，　liver，　intestine，　skeletal
muscle　and　uterine　muscle　of　the　normal　adult　gui　qea－pig　were　determined　histochemically．
　　s？J）　No　difference　of　phosphatase　activity　was　recognized　among　various　parts　of
the　conducting　system　and　cardiac　muscle．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．　18，　1954）
11）　Danielli：　NatuTe　168，　464　（1951）． 12）　Evans：　Prineiple　of　Human　Physiol．　London
　　（1949）．
